
　　　　　    学習項目一覧及び語彙ネパール語訳

　　　　   　 『中級を学ぼう中級前期』



学習 項目一覧

第１課　音楽と音の効果

/1 カタカナ語

☆Nって何ですか。 Nのことです。（「って」＝「は」）

Ａ：意味を尋ねる。Ｂ：答える。話し言葉

A:अथŊ सो̡नु । B:उȅर । बो̵ने भाषा

/2 ～だろう

「～でしょう」の普通体。話し手の考えを婉曲に伝える・推量

「～でしょう」को साधारण शैली । वƅाको िवचारलाई राŲो तįरकाले भɄु・अनुमान

/3 ～のだろうか

「～のでしょうか」の普通体。書き言葉で使われる。疑問に思うことを丁寧に問いかける。

「～のでしょうか」को साधारण शैली । लेƣे बेला Ůयोग गनő शɨ । मनमा लागेको कुरा िबनŲ Ŝपमा Ůʲ गनुŊ ।

/4 ～わけがない

～は考えられない。～はずがない。

सोǇ नसिकने । ～Šनै नसिकने ।

/5 「わけがない・わけではない」の整理

/6 名詞修　　飾　　節の「が」→「の」



/7 Vルこと／N こそ

強　 調 を表す。

जोड िदएको जनाउनु ।

/8 動詞の省　 略

/9 より～

以前よりもっと

पिहला भȽा बिढ

第２課　いい数字・悪い数字

/1 ～というN

Nの内容・具体例・定義を表す。

N को िबषयबˑु, मुƥ उदाहरण, पįरभाषा िदनु ।

☆～っていうN

「～というN」は話し言葉の中では「～って（いう）N」になることが多い。

「～というN」बो̵ने भाषा िभũ धेरैजसो「～って（いう）N」Š̢छ ।

/2 Vルこと／N ほど～は ない・いない

最上　 級 を表す。

उǽृʼता जनाउंदछ ।



/3 Vル／Vナイない ほど

動作・状 態の程度を比喩や具体的な例を使って表す。

कायŊ・अव˕ाको ˑरलाई Ůितक वा मुƥ उदाहरणलाई Ůयोग गरेर जनाउनु ।

☆Vル／Vナイない ぐらい・くらい

話す時によく使われる。「ほど」と同じ意味だが、「ぐらい」は極  端な比喩には使えない。

बो̵ने बेला धेरै Ůयोग गįर̢छ ।「ほど」जˑै एउटै अथŊ हो तर,「ぐらい」चािहँ िनताȶ Ŝपकको Ŝपमा Ůयोग गįरंदैन ।

/4 Nからすると

Nから判断すると・Nの立場から考えると

N ले िनणŊय गयŖ भने・N को ˕ानमा बसेर िवचार गनुŊ

/5 〔疑問語疑問文〕より、～

/6 「数字」について読む・書く

第３課　「面白い」日本

/1 Vテ／N 以来

～から後ずっと

～ȑसपिछ जिहलेपिन

/2 何～も

数量が多いことを表す。

माũा धेरै भएको जनाउनु ।



☆何～か

数量が少ないことを表す。

माũा थोरै भएको जनाउनु ।

/3 文章の中の「こ・そ」

前の文に出てきたものを指す。「こ」は話し手に属していることや話し手が身近に感じていることを話す時使

われる。

पिहलाको वाƐमा आउने बˑुलाई जनाउंदछ । 「こ」वƅासंग सɾİɀत बˑु वा वƅाले वįरपįर आफूले अनुभव गरेको कुरा बो̵ने 

बेला Ůयोग गįर̢छ ।

☆会話の中の「そ・あ」

話し手も相手も共 通に知っている場合→「あ」

どちらか一方が知っている場合→「そ」

वƅाले पिन अकŖ पƗले पिन समान Ŝपमा थाहा भएको अव˕ामा →「あ」

कुनै एक पƗले थाहा भएको अव˕ामा →「そ」

/4 普通形ということだ

ある事実から、結論を引き出して述べる。

कुनै यथाथŊ बाट, िनणŊय िलएर भɄु ।

/5 Vルまでもない・Vルまでもなく～（＝する必要はない／ないが～）

/6 疑問語＋Nであろうと（＝「疑問語＋N」でも）

書き言葉

लेİखएको शɨ



☆N1であろうと、N2であろうと（＝N1もN2も）

N1とN2のどちらにも当てはまる。

N1 र N2 दुबैसंग िम̵छ ।

/7 V（移動動詞）テいる

移動後の状 態を表す。

˕ानाȶरण पिछको अव˕ा जनाउंदछ ।

☆V（移動動詞）テいる

状 況 の変化を表す。

अव˕ाको पįरवतŊन जनाउंदछ ।

第４課　くしゃみ

/1 Vタとたん（＝～するとすぐに）

後ろには予期しない事柄が来る。間を置かずに次の事柄が起きる。

पछाडी सो̓दै नसोचेको अव˕ा आउनु । तुरȶै कुनै अव˕ा आउनु ।

/2 複合動詞（Vマス＋だす・込む）

1）～だす

空間的出 現

केिह Šने िबिȅकै देİखइने



☆～だす

開始

शुŜ Šनु

2）～込む

空間的移動（内に）

केिह भइरहेकोबेला गनुŊ （िभũ）

☆～込む

十 分に

पुरै

/3 Nとともに（＝～と一緒に）

☆1　Vルとともに（＝～と同時に）

☆2　Vル／N とともに（＝～に伴  って『中 級 へ行こう』９課参照　）

一方の変化とともに他方も変わることを表す。

एकपिǥ पįरवतŊन Šने िबिȅकै अकŖपिǥ पिन पįरवतŊन भएको जनाउनु ।

/4 助詞＋「の」 での・からの・までの・との・への

/5 Vル／Nの 途中



/6 擬音語・擬態語

1）擬音語

音や声を表す。

आवाज वा ˢर जनाउनु ।

2）擬態語

体 に関する擬態語

शरीरको भाग Ůयोग गįरएको अनुकरणाȏक

/7 ～ことに

感慨を先に述べる表 現

वाƐको पिहलानै बिलयो भावना जनाउनु

第５課　私の町

/1 Vマスつつある（＝だんだん～ている）

書き言葉で使われる。動作や作用がある方向に変化していることを表す。

【変化する　変わる　増加する　増える　減少する　減る　なる】とともに使われることが多い。

लेƣे शɨको Ŝपमा Ůयोग । कायŊ वा Ůभाव भएको ठांउमा पįरवतŊन भइरहेको जनाउंदछ ।

【変化する　変わる　増加する　増える　減少する　減る　なる】धेरैजसो संगै Ůयोग गįर̢छ ।

/2 Nを中 心に（＝～を基点にして）

/3 Vタところに（＝場所 に）

☆Vタところで（＝場所 で）



/4 「意志動詞・無意志動詞」の整理

1）意志動詞

自分でするかしないかが決められる。

वƅाले आफूले गनő िक नगनő भनेर िनणŊय गनŊ सƋु ।

2）無意志動詞　例：ある・分かる・できる・行ける・見える・（雨が）降る・（風が）吹く

/5 Nらしい・Nらしさ・Nらしく

いかにもそのようだ。典型的だ。

 ȑिह जˑो । िबशेष Ŝपमा ।

/6 ～げ（＝そう（様態））

目上の人には使わない。

मािथʟो तहको ʩİƅलाई Ůयोग गįरदœन ।

第６課　この日に食べなきゃ、意味がない！

/1 話し言葉

/2 Nにとって

～の立場から見ると。判断や評  価が後ろに続く。

कसैको ठांउमा बसेर हेदाŊ । िनणŊय वा मुʞाकंन पिछ पिन कायम रहनु ।

/3 Vナイずに（は）いられない（＝～ないではいられない）　＊する→せずにはいられない



/4 ～らしい

情 報に基づく判断・伝聞。話している事柄に対して他人事であるという距離感がある。

जानकारी अनुसारको िनणŊय・सुनुवाई । वƅाले भिनरहेको कुरालाई आफुसंग सɾİɀत नभएको टाढाको कुरा भɄु ।

/5 ～としたら

仮定条 件

अनुमानको अव˕ा

/6 Vル／Vナイない（という）ことになる

推論の結果

अनुमानको िनणŊय

☆1　～ことになっている

規則など、他者に決定されたことを表す。

िनयम तथा, अŜले गरेको िनणŊय जनाउंदछ ।

☆2　～ことにしている

自分で決めた個人的な習 慣を表す。

आ̫नो ʩİƅगत बानीलाई िनणŊय गरी जनाउनु ।

/7 グラフの言葉



第７課　お相撲さんの世界

/1 Nだらけ

同質のものが多量に存在していてよくない状  態。

एउटै गुण भएको बˑु धेरै भएर ȑिȅ Ŝिच नभएको अव˕ा ।

/2 Vナイないと、Vナイないからだ

/3 Vル／Nの たびに（＝～の時はいつも）

日常 的で当たり前のことには使わない。例：×朝起きるたびに、顔を洗う。

संधै भइरहेको अव˕ामा Ůयोग गįरंदैन ।

/4 ～に加え（て）

今まであったものに別のものを加える。書き言葉で使われる。

अिहले सʃ भईरहेको अव˕ामा अझ थɓे कायŊ । लेƣे बेला Ůयोग गįर̢छ ।

/5 （数字）は

最低でもこれだけは必要だという数値。

घिटमा पिन यित अंक चािह̢छ भɄे अंक ।

/6 Vル／Vナイない ように

依頼・命令・禁止の内容を述べる。

अनुरोध, आदेश, मनाही जˑा िबषयबˑुको बयान गनुŊ ।



/7 Vテくる

今までなかった／見えなかったものが現  れる。

अिहले सʃ नभएको वा नदेİखएको बˑु देखापनुŊ ।

/8 「接続詞・副詞」の整理

第８課　第一印象

/1 ～にすぎない

質的・量 的に程度の低さを強 調 する。

गुणाȏक Ŝपमा वा माũा अनुसार ȑसको गुणˑर कम छ भɄु ।

/2 Nさえ～ば／～なら

唯一の条 件を仮定する。

एउटै माũ अव˕ालाई अनुमान गनुŊ ।

/3 「さえ・しか・こそ」の整理

/4 ～というものではない・～というものでもない（＝～わけではない・～わけでもない）

いつも／必ずそうではない

जिहले पिन नभई वा ȑिह ŠनुपछŊ  भɄे छैन ।

/5 Vマスかねない

ある原因から悪い結果になる可能性がある。

केिह कारणले नराŲो िनणŊय ŠनसƋे सʁावना ।

/6 ～ものの（＝けれども）



新出語

第１課

扉のページ

効果（こうか） असर

リラックスする आराम गनुŊ

いらいらする िचडिचड Šनु

流れる〔川が～〕（ながれる〔かわが～〕） बưु ［खोला～］

本文

落ち着く〔心が～〕（おちつく〔こころが～〕） शाȶ Šनु ［मन～］

鳴き声（なきごえ） चरा कराएको आवाज

いやす आनȽ Šनु

ストレス解消（ストレスかいしょう） तनाव मुƅ Šनु

音楽療法（おんがくりょうほう） सांिगितक उपचार

合わせる〔歌に～〕（あわせる〔うたに～〕） िमलाउनु ［िगतसंग～］

手遊び（てあそび） हातले खे̵ने खेल

楽器（がっき） बाȯबाधन

演奏する〔楽器を～〕（えんそうする〔がっきを～〕） बजाउनु ［बाȯबाधन～］

いやし आनȽ

演歌（えんか） जापानी परɼरागत िगत

効果的（な）（こうかてき（な）） असर गनुŊ

コミュニケーション सǠार, कुरा

とる〔コミュニケーションを～〕 गनुŊ ［कुरा～］

療法士（りょうほうし） थेरािपʼ

次第に（しだいに） लगȅै

事例（じれい） उदाहरण

現代（げんだい） वतŊमान

もたらす〔効果を～〕（もたらす〔こうかを～〕） पानुŊ ［असर～］

内容を確かめよう

内容（ないよう） सामŤी, िबषयबˑु

段落（だんらく） अनुǅेद

結ぶ（むすぶ） बाढ्नु

まとまり िम̵नु, पुरा Šनु

始め（はじめ） शुŜमा

学習項目

ロック रक

フェスティバル महोȖब

習得する（しゅうとくする） पाउनु

来場者（らいじょうしゃ） सहभािग

サッカー好き（な）（サッカーずき（な）） फुटबल मनपनुŊ



秘訣（ひけつ） गुŜमȸ

注文する（ちゅうもんする） फमाŊइस गनुŊ, अडŊर गनुŊ

中級（ちゅうきゅう） माȯिमक ˑर

学習項目の練習

テーマ िबषय

アクセス पुưे तįरका, पŠंच

ドキュメント कागजपũ, िलİखत पũ

ユーザー ŮयोगकताŊ

マニュアル िनदő िशका, ʄानुयल

コンテンツ िवषयसूची

スタッフ कमŊचारी

リーダーシップ नेतृȕकला

ホームページ होमपेज, गृहपुʿ

メディア Ůचार

アドバイス सʟाह

カルチャーショック सांˋृित िभɄताले अचʃ Šनु

コスト मूʞ

サイト ˕ल, थलो

完成する（かんせいする） पुरा गनुŊ

資源（しげん） Ůाकृितक साधन

再利用（さいりよう） पुनः Ůयोग

それぞれ Ůȑेक

予想する（よそうする） अनुमान गनुŊ

配信（はいしん） िवतरण गनुŊ

売り上げ（うりあげ） िबिŢ

テレビ離れ（テレビばなれ） िट भी बाट टाढा Šनु

～代（～だい） ～कुनै िचजको मूʞ

平均（へいきん）   औसत

視聴（しちょう） हेनुŊ

うどん जापानी चाउचाउ (थुƌा जˑो)

そば जापानी फापरको चाउचाउ

立てる〔音を～〕（たてる〔おとを～〕） िनका̵नु ［आवाज～］

～道（～どう） ～जाने बाटो

書道（しょどう） हˑलेखन, सुलेखन

華道（かどう） फूल सजाउने

～だけでなく～も ～माũ होइन～पिन

追究する（ついきゅうする） पǊाउनु

精神（せいしん） आȏा

飛びだす（とびだす） Šिȅएर िनˋनु



拍（はく） एक ताल, मोरा

リズム įरडम, सुर, लय

リズム感（リズムかん） įरडमको भावना

誠実（な）（せいじつ（な）） इमाȽार, सोझो, िवʷसिनय

書き直す（かきなおす） फेįर ले̏नु

成⾧（せいちょう） बढ्नु

報告（ほうこく） įरपोटŊ, Ůितवेदन

ハウス栽培（ハウスさいばい） िŤन हाउस खेित

努力（どりょく） मेहेनत, Ůयास

ストレス解消法（ストレスかいしょうほう） तनाव मुƅ Šने तįरका

友人（ゆうじん） साथी, िमũ

省略する（しょうりゃくする） छोǨाउनु

八百屋（やおや） तरकारी र फलफूल पसल

気温（きおん） तापŢम

差（さ） अȶर

日中（にっちゅう） िदनभरी

半袖（はんそで） आिध बाŠलाको लुगा

朝晩（あさばん） िबहान सांझ

構内〔駅～〕（こうない〔えき～〕） िभũ ［ːेसन～］

さえずり िचरिबरआवाज

待合室（まちあいしつ） ŮितƗालय

せせらぎ कलकलाउनु

セラピー थेरािप

浴びる〔注目を～〕（あびる〔ちゅうもくを～〕） केİȾत Šनु ［ȯान～］

コーラス कोरस

治療（ちりょう） उपचार

高度（な）（こうど（な）） उǄ ˑरको

求める（もとめる） चाहनु

人間関係（にんげんかんけい） मािनस संगको सɾɀ

重要視する（じゅうようしする） महȕ िदनु

昨年（さくねん） गत बषŊ

作文

文章（ぶんしょう） वाƐ

子守歌（こもりうた） बालक सुताउन गाउने िगत, बाल िगत, लोरी

笑顔（えがお） हंिसलो मुख

つらい गाŸो

口ずさむ（くちずさむ） गुनगुनाउनु

励ます（はげます） ŮोȖाहन गनुŊ

きっかけ जगाउनु



プラスアルファ

プラス जोड

マイナス घटाउ

喜び（よろこび） खुशी

希望（きぼう） आशा

活発（な）（かっぱつ（な）） सिŢय, फुितŊलो, जांगįरलो

悩み（なやみ） िचȶा

程度（ていど） जिȅ

感覚（かんかく） अȽाज

感情（かんじょう） भावना

うまみ ˢािद̽तता

第２課

扉のページ

数字（すうじ） अंक

奇数（きすう） िबजोड अंक

偶数（ぐうすう） जोड अंक

本文

中国語圏（ちゅうごくごけん） िचिनया भाषा बो̵ने देश

仲間（なかま） साथी

死（し） मनुŊ

嫌う（きらう） मननपनुŊ

縁起のいい（えんぎのいい） राŲो लƗण, सगुन

異なる（ことなる） फरक

こだわる〔数字に～〕（こだわる〔すうじに～〕） कुनै कुरा मनमा िलएर ［अकंलाई～］

ナンバー नɾर

とる〔例に～〕（とる〔れいに～〕） िलनु ［उदाहरणलाई～］

金持ち（かねもち） धनी

そのため ȑसको लािग

オークション िललाम

数～〔～千万〕（すう～〔～せんまん〕） संƥा～ ［～दशहजार मान］

つく〔値段が～〕（つく〔ねだんが～〕） तोƋु ［भाउ～］

抽選（ちゅうせん） लटरी, िचǧा

当たる〔抽選に～〕（あたる〔ちゅうせんに～〕） पनुŊ ［िचǧा～］

手数料（てすうりょう） दˑुर, िफ

入れる〔手に～〕（いれる〔てに～〕） हािसल गनुŊ, Ůाɑ गनुŊ ［कुनै िचज～］

プレート नɾर ɘेट

ことばを確かめよう

休日（きゅうじつ） िबदाको िदन



学習項目

計画（けいかく） योजना

暖冬（だんとう） Ɋानो जाडो मिहना

服装（ふくそう） लुगा लगाउने तįरका

学習項目の練習

うわさ हʟा

監督（かんとく） िनदőशक, िनįरƗक

憧れる（あこがれる） आकांƗा, धोको

二度と（にどと） किहले पिन

石（いし） ढंुगा

ことわざ उखान

辛抱（しんぼう） धैयŊ

入社（にゅうしゃ） कɼनीमा िछनुŊ

～未満（～みまん） ～िभũ

転職（てんしょく） काम फेनुŊ

起業する（きぎょうする） नयाँ ʩवसाय शुŜ गनुŊ

かば जल गœडा

秘密（ひみつ） गोɗ

忠実（な）（ちゅうじつ（な）） इमाȽार, बफादार

重要（な）（じゅうよう（な）） महȕपूणŊ

心細い（こころぼそい） एƑोपन

食事会（しょくじかい） खाना खाने योजना

大都市（だいとし） ठूलो शहर

価格（かかく） मूʞ

道路工事（どうろこうじ） बाटो बनाउने काम

我慢する（がまんする） सहनु

大嫌い（な）（だいきらい（な）） एकदम मननपनुŊ

ファッション फेसन

関心（かんしん） इǅुक

観察（かんさつ） अबलोकन

占い（うらない） भिवˈवाणी

血液型（けつえきがた） रगत समूह

性格（せいかく） बानी

相性（あいしょう） िम̵नु, कुनै तȇ अकŖ तȇसंग िमिसने

生年月日（せいねんがっぴ） जɉ िमित

占う（うらなう） भिवˈवाणी गनुŊ

星座（せいざ） नƗũरािश

判断材料（はんだんざいりょう） िनणŊय गनŊसƋे ŵोत

画数（かくすう） Ōː ोकको संƥा



姓名判断（せいめいはんだん） ʩİƅको नामबाट भाƶरेखा भɄु

集中する（しゅうちゅうする） ȯान िदनु

取り組む（とりくむ） कुनै कायŊमा लाưु

就職先（しゅうしょくさき） काम गनő ठांउ

生かす（いかす） Ůयोगमा ʞाउनु

病室（びょうしつ） िबरामी ब˘े कोठा

避ける（さける） जोिगनु, पİ̢छनु, टाढा रहनु

～以外（～いがい） ～बाहेक

関連する（かんれんする） सɾİɀत Šनु

贈り物（おくりもの） उपहार

タブー बिहʺार गनुŊ, िनषेध गनुŊ

お祝い事（おいわいごと） उȖब, समारोह

割り切れる（わりきれる） भाग लगाउन िम̵ने

苦（く） दुः ख

通じる（つうじる） बु̘नु

ただし तरपिन

ペア जोड

半ダース（はんダース） आधा दजŊन

いずれも जुनेपिन

一組（ひとくみ） एक समूह

勘定する（かんじょうする） िहसाब गनुŊ

チェックシート

関係（かんけい） सɾɀ

セール वाˑिवक मूʞ भȽा कम मूʞले बेǇु

商品（しょうひん） िबिŢ गनő सामान

半額（はんがく） वाˑिवक मूʞको आधा मूʞले बेǇु

思い出（おもいで） यादगार

作文

似る（にる） िम̵नु

幸運（こううん） राŲो भाƶ

気に入る（きにいる） मन पनुŊ

結論（けつろん） िनʺषŊ

まとめ सारशं

プラスアルファ

熟語（じゅくご） शɨसमूह

春夏秋冬（しゅんかしゅうとう） बसȶ िŤˆ शरद िहंउद

四季（しき） ऋतु

日帰り（ひがえり） एक िदनको याũा

1泊2日（いっぱくふつか） एक रात र दुइ िदनको याũा



一生（いっしょう） िजȽिगभरी

入る〔手に～〕（はいる〔てに～〕） पानुŊ ［हातमा～］

好み（このみ） आ̫नो मनपनő ˢाद

協力する（きょうりょくする） सहयोग गनुŊ

第３課

扉のページ

扉（とびら） ढोका

本文

それとも वा, अथवा

からかう िजˋाउनु

好意的（な）（こういてき（な）） सदभावपूणŊ, मैिũपूणŊ

否定的（な）（ひていてき（な）） नकाराȏक

通勤電車（つうきんでんしゃ） िनयिमत काममा आउने जाने टŌ ेन

雰囲気（ふんいき） ȑहाँको वातावरण, अव˕ा

満ちる〔雰囲気に～〕（みちる〔ふんいきに～〕） ȑहाँको वातावरणको भावना

酒臭い（さけくさい） रƛीको गɀ

飲んべえ（のんべえ） जँǰाहा, रƛीबाज

いろんな िबिभɄ

ただ िनः शुʋ

配る（くばる） बाड्नु

繰り返し（くりかえし） दोहोयाŊउनु

だが तथािप

変わる〔人が～〕（かわる〔ひとが～〕） पįरवतŊन ［मािनस～］

押しのける（おしのける） जबरजİˑ धकेलेर सानुŊ

座席（ざせき） िसट

失礼（な）（しつれい（な）） अभū

反対側（はんたいがわ） अकŖ पƗ

暮らす（くらす） बसोबास गनुŊ

思いがけない（おもいがけない） अनपेिƗत

出来事（できごと） घटना

起こる〔出来事が～〕（おこる〔できごとが～〕） घट्नु ［घटना～］

相変わらず（あいかわらず） पिहलाको जˑै, संधै जसो

ことばを確かめよう

愛情（あいじょう） माया

態度（たいど） ʩबहार

内容を確かめよう

筆者（ひっしゃ） लेखक

面（めん） पƗ



学習項目

相談しあう（そうだんしあう） सʟाह गनुŊ

落第する（らくだいする） असफल Šनु

記憶力（きおくりょく） स̱झनाशİƅ

優れる（すぐれる） उǽृʼ

自慢する（じまんする） आȏŮशंसा गनुŊ, घमȵ गनुŊ

つまり अथाŊत

ベジタリアン शाकाहारी

わざわざ जानाजानी

ドラえもん डोराएमोन

出す〔例に～〕（だす〔れいに～〕） रा̏नु ［उदाहरणमा～］

良心（りょうしん） सदिवचार

見失う（みうしなう） बेपȅा Šनु, हराउनु, गुमाउनु

命（いのち） िजȽगी

担当者（たんとうしゃ） Ůबɀक, इȳाजŊ

チェックする जाँच गनुŊ

崩す〔体調を～〕（くずす〔たいちょうを～〕） िबिŤनु ［ˢा˕～］

状態（じょうたい） अव˕ा

学習項目の練習

～ごと〔週末～〕（～ごと〔しゅうまつ～〕） ～िपछे ［हɑै～］

あちこち यताउता

バイト थोरै समयको लािग गįरने काम

～社〔A～〕（～しゃ〔A～〕） ～कɼनी ［A～］

設立する（せつりつする） ˕ापना गनुŊ

業績（ぎょうせき） कɼनीको कायŊिसİ̡द

伸びる（のびる） राŲो Šनु

発売（はつばい） पिहलो पटक िबिŢ गनुŊ

～通（～つう） कागज जˑो पातलो िचज गɄे बेला Ůयोग

ディズニーランド िडिǘʞाȵ

する〔耳に～〕（する〔みみに～〕） पनुŊ ［कानमा～］

想像（そうぞう） िवचार गनुŊ

まさに साँǄैनै

百聞は一見にしかず（ひゃくぶんはいっけんにしかず） सयचोिट सो̡नु भȽा एकचोिट हेरेर िचȅ बुझाउनु

～割（～わり） ～दश Ůितशत

試着する（しちゃくする） लगाएर हेनुŊ

回復する（かいふくする） िनको Šँदैआउनु

比べる（くらべる） तुलना गनुŊ

円滑（な）（えんかつ（な）） सुमधुर Ŝपमा

共有する（きょうゆうする） साझा गनुŊ



飲み会（のみかい） िपउने पािटŊ

若者（わかもの） जवान

出会い（であい） भेट Šनु

盛ん（な）（さかん（な）） लोकिŮय

社会人（しゃかいじん） काम गनő मािनस

広まる（ひろまる） फैलनु

派手（な）（はで（な）） देखावटी

くっきり ˙ʼ Ŝपमा

落とし物（おとしもの） खसेको बˑु

フェイクニュース झुठो समाचार

澄む〔空気が～〕（すむ〔くうきが～〕） ˢǅ Šनु ［हावा～］

間違う（まちがう） गʔी

普段（ふだん） साधारणतया

オリンピック ओलİɼक

メダリスト मेडल पाउने ʩİƅ

都会（とかい） शहर

ラッシュアワー अिफस आउने जाने ʩˑ समय

混雑（こんざつ） िभड

乗客（じょうきゃく） याũु

たびたび पटक पटक

車内（しゃない） गािड िभũ

押し込む（おしこむ） िथǇु

無理やり（むりやり） जबरजİˑ

行為（こうい） कायŊ

押さえる（おさえる） दबाएर रा̏नु

助ける（たすける） सहयोग गनुŊ

キャッチコピー ŮचारŮसारको लािग किप

宣伝文句（せんでんもんく） िवǒापनको लािग लेİखएको लेख

クリーニング店（クリーニングてん） डŌ ाइİƑिनगं

経営（けいえい） सǠालन

コンサルタント परामशŊ सेवा

インテリア घर वा कोठाको िभिũ िचũ

薬局（やっきょく） औषिध पसल

しみ दाग, धɬा

引き受ける（ひきうける） आफूले िजʃा िलनु

決めつける（きめつける） अकाŊको कुरा नसुिन आ̫नो कुरामा िधिप गनुŊ

入浴（にゅうよく） तातो पािन ब˘ु,नुहाउनु

手放す（てばなす） छोड्नु

依存症（いそんしょう） कुलत, लत



外出先（がいしゅつさき） बािहर जाने गȶɯ

伝言（でんごん） सȽेश

匿名（とくめい） नाम नभएको, अनामता

悪質（な）（あくしつ（な）） घृिणत, जघɊ

流す〔情報を～〕（ながす〔じょうほうを～〕） चुहाउनु ［जानकारी～］

他人（たにん） अɊ ʩİƅ

ばらまく छनुŊ

～に対して（～にたいして） ～को िवŜ̡द

早急に（さっきゅうに） तुरȶ, तǽाल

時期（じき） ȑस समय

チェックシート

家庭的（な）（かていてき（な）） पाįरवाįरक

種（たね） िबउ

打ち合わせ（うちあわせ） सभा, बैठक

平均寿命（へいきんじゅみょう） औसत आयु

作文

地形（ちけい） भौगोिलक िबशेषता

浮かぶ〔頭に～〕（うかぶ〔あたまに～〕） आउनु ［िदमागमा～］

縦（たて） लɾाइ

滞在する（たいざいする） अ˕ायी बसाइ

単語（たんご） शɨ

疑問（ぎもん） Ůʲ

感想（かんそう） िवचार पो̏नु

プラスアルファ

ステレオタイプ Ŝिढबािढ धारणा

国民性（こくみんせい） देशको िबशेषता

きちょうめん（な） अितसावधान, सतकŊ

陽気（な）（ようき（な）） आनȽको, मǍाको, हसमुख

団体行動（だんたいこうどう） सामुिहक कायŊ

マイペース（な） आ̫नो तालमा

プライド गवŊ

画一的（な）（かくいつてき（な）） ˑरीकरण गनुŊ

国籍（こくせき） राि Ō̓ यता

第４課

扉のページ

くしゃみ हांİǅउ

本文

光（ひかり） बिȅ, लाइत



入る〔目に～〕（はいる〔めに～〕） प˘ु ［आँखामा～］

屋内（おくない） घर िभũ

まぶしい टवाʟ Šनु

異物（いぶつ） किसगंर

鼻水（はなみず） िसंगान

押しだす（おしだす） बािहर धके̵नु

反射運動（はんしゃうんどう） ŮितƗेपक कायŊ

ほこり गवŊ

吸い込む（すいこむ） ˢास ताɄु

取り込む（とりこむ） आȏसात गनुŊ, लागु गनुŊ

脳（のう） िदमाग

伝わる（つたわる） Ůचार गनुŊ

起こす〔くしゃみを～〕（おこす〔くしゃみを～〕） आउनु ［हांİǅउ～］

神経（しんけい） ˘ायु

刺激する（しげきする） Ůेįरत गनुŊ, उƛाउनु, सȱाउनु

むずむずする िचलाउनु

花粉症（かふんしょう） पराग एलजŎ

アレルギー एजजŎ

国内外（こくないがい） देश िभũ बािहर

自覚症状〔～がある〕（じかくしょうじょう〔～がある〕） िबरामीको आ̫नो अब˕ा, लƗण ［～थाहा Šनु］

症状（しょうじょう） अब˕ा, लƗण

子孫（しそん） वंशज

遺伝する（いでんする） पुखाŊबाट पाउने गुण

一般的（な）（いっぱんてき（な）） साधारणतया

親子（おやこ） आमाबाबु र बǄा

そっくり（な） कसैसंग िम̵नु

興味深い（きょうみぶかい） चाखला̑डो

生理現象（せいりげんしょう） मनोबैǒािनक चमǽार

ことばを確かめよう

掃除機（そうじき） ɷाकुम İƑनर

パワー शİƅ

内容を確かめよう

回数（かいすう） पटक

定義（ていぎ） पįरभाषा

仕組み（しくみ） बनावट

学習項目

終了（しゅうりょう） समाɑ

ベル घİǵ

鳴る（なる） बǘთ



飛び込む（とびこむ） डुबुʋी मानुŊ, डाइभ

選手（せんしゅ） खेलाडी

イベント समारोह

復旧作業（ふっきゅうさぎょう） पुनः ममŊत

景気（けいき） अथŊतȸ

暮らし（くらし） िजवनशैली

懐かしい（なつかしい） पुरानो कुरा याद आउनु, सİ̱झनु

卒業旅行（そつぎょうりょこう） ˘ातक पुराभएपिछको űमण

帰宅（きたく） घर फिकŊ नु

ほえる भुƋु

残念（な）（ざんねん（な）） िनराशजनक

体育祭（たいいくさい） खेलकुढ महोȖब

学習項目の練習

終業時間（しゅうぎょうじかん） समाɑ Šने समय

あふれる भįरनु

解く（とく） समाधान

集中豪雨（しゅうちゅうごうう） िसिमत ठाँउमा धेरै बषाŊ Šनु

開始（かいし） शुŜ

受験生（じゅけんせい） िवȨालय िछनŊको लािग जाँच िदने िबȨाथŎ

いっせいに एकैपटक

つける〔体力を～〕（つける〔たいりょくを～〕） बिलयो बनाउनु ［शįरर～］

駆け込み乗車禁止（かけこみじょうしゃきんし） ढोका बȽ गनő बेला जबरजİˑ चढ्न मनाही

飛び込み禁止（とびこみきんし） हामफा̵न मनाही

飛びだし禁止（とびだしきんし） अक˝ात बाटोमा दौड्न मनाही

飲食物（いんしょくぶつ） खानेिपउने िचज

持ち込み禁止（もちこみきんし） ʞाउन मनाही

プロ कुनै कायŊमा पोƢ, दƗ

喜ぶ（よろこぶ） रमाउनु

ファン Ůशंसक, ɡान

目前（もくぜん） आँखा अगािड

看板（かんばん） साइनबोडŊ

結局（けっきょく） अȶमा

順（じゅん） ȑिह अनुसार

生きる（いきる） िजउनु

プロジェクトチーム पįरयोजनाको टोली

メンバー सद˟

改札口（かいさつぐち） िटकट गेट

～度（～ど） ～िडŤी

高熱（こうねつ） ǜरो धेरै बढ्नु



頭痛（ずつう） टाउको दु̏नु

筋肉痛（きんにくつう） मांसपेशी दु̏नु

かかる〔インフルエンザに～〕 Šनु ［ɢु～］

休める（やすめる） आराम पाउनु

うつす〔風邪を～〕（うつす〔かぜを～〕） सनुŊ ［Ŝघा～］

食生活（しょくせいかつ） खानपान

医療技術（いりょうぎじゅつ） िचिकȖा Ůिविध

進歩する（しんぽする） Ůगित, िवकास

海水（かいすい） समुिūय पानी

死亡率（しぼうりつ） मृȑु Ůितशत

依頼する（いらいする） अनुरोध गनुŊ

相談室（そうだんしつ） सʟाह Ůितशत

問い合わせ（といあわせ） सɼकŊ , सोधपुछ

こたえる उȅर िदनु

返品（へんぴん） िफताŊ

送料（そうりょう） Šलाक रकम

当社（とうしゃ） यस कɼनी

負担する（ふたんする） ʩहोछुŊ

出す〔送料を～〕（だす〔そうりょうを～〕） ितनुŊ ［Šलाक रकम～］

寄る（よる） निजक आउनु

転ぶ（ころぶ） लड्नु

たたく िपट्नु

胸（むね） छािट

驚く（おどろく） अचʃ

あきれる अचʃ, आʮयŊ

ノック टकटक

作文

愛（あい） माया

恵まれる〔愛に～〕（めぐまれる〔あいに～〕） भाƶमानी

かける〔言葉を～〕（かける〔ことばを～〕） वाचा गनुŊ ［बोलेर～］

記入する（きにゅうする） ले̏नु

プラスアルファ

植物（しょくぶつ） बन˙ित

花粉（かふん） पराग

約～（やく～） अȽाजी

透明（な）（とうめい（な）） पारदशŎ

さらさらした सुƀा भएको

詰まる〔鼻が～〕（つまる〔はなが～〕） बȽ ［नाक～］

かゆみ िचलाउनु



可能性（かのうせい） सʁावना

見る〔様子を～〕（みる〔ようすを～〕） हेनुŊ ［अव˕ा～］
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住宅街（じゅうたくがい） आवासीय Ɨेũ

商店街（しょうてんがい） पसल

高層ビル（こうそうビル） ठूला भवन

団地（だんち） एकै Ůकारका धेरै अपाटŊमेȴ

本文

半ば（なかば） िबचमा

幾分（いくぶん） केिह हदसʃ, केिह माũामा

過ごす（すごす） िबताउनु

一周する（いっしゅうする） एक फȱो मानुŊ

気配（けはい） संकेट Šनु

最初（さいしょ） पिहलाको जˑै, संधै जसो

通り抜け禁止（とおりぬけきんし） पार गरेर जान मनाही

進入止め（しんにゅうどめ） िभũ िछनŊ मनाही

大小（だいしょう） ठूलो सानो

たたずまい ȑहाँको वातावरण

漂わせる（ただよわせる） हावाले उडाएर लानु

池沿い（いけぞい） पोखरीको छेउ

小道（こみち） सानो बाटोऽ पेिट

ベンチ बेȳ

落ち葉（おちば） झरेको पात

何だか（なんだか） कुनै न कुनै िकिसमले

日（ひ） सुयŊको Ůकाश, घाम

浴びる〔日を～〕（あびる〔ひを～〕） ताɓु ［घाम～］

読書する（どくしょする） पुˑक पढ्नु

最後（さいご） अİȶम

息抜き（いきぬき） आराम

穏やか（な）（おだやか（な）） शाȶ

包まれる〔空気に～〕（つつまれる〔くうきに～〕） पोको पारेको ［हावाले～］

住まい（すまい） घर

ことばを確かめよう

皆（みな） सबै

画家（がか） िचũकार

学習項目

増加する（ぞうかする） फैिलनु



明らか（な）（あきらか（な）） ˙ʼ

価値観（かちかん） मूʞमाɊता

発展する（はってんする） िवकास Šनु

日本酒（にほんしゅ） जापानी रƛी

先輩（せんぱい） िसिनयर, अŤज

得意げ（な）（とくいげ（な）） गौरव, गवŊ गनŊ लायक

最新（さいしん） हालैको पिछʟो

ゲームソフト गेमको सɝवयर

学習項目の練習

サポートする साथ िदनु

団体（だんたい） समूह

ターゲットにする लिƗत गनुŊ

学習（がくしゅう） अȯयन

支払い（しはらい） ितनुŊ

寄付（きふ） दान

産業（さんぎょう） उधोग, कल कारखाना, ʩापार, ʩबसाय

済ませる（すませる） पुरा गनुŊ, सकाउनु

農家（のうか） िकसान

都市化（としか） शहरीकरण

進む〔都市化が～〕（すすむ〔としかが～〕） Šँदै जानु ［शहरीकरण～］

風景（ふうけい） Ůाकृितक ̊ʴ

生活環境（せいかつかんきょう） िजवनशैली

大企業（だいきぎょう） ठूला कɼनी

進出（しんしゅつ） अिघ बढ्नु

東西（とうざい） पुवŊ पिʮम

広がる（ひろがる） फैिलनु

鉄道（てつどう） रेलमागŊ

路線（ろせん） Ŝट, मागŊ

東西南北（とうざいなんぼく） पुवŊ पिʮम दिƗण उȅर

中高生（ちゅうこうせい） माȯिमक उǄ माȯिमक िबȨाथŎ

首都（しゅと） राजधानी

ほぼ धेरै जसो

中央部（ちゅうおうぶ） िबचको भाग

位置する（いちする） रहेको ˕ान

面積（めんせき） Ɨेũफल

中心部（ちゅうしんぶ） केİȾय भाग

皇居（こうきょ） राज दरबार

江戸城跡（えどじょうあと） एडो दरबारको अबशेष

タワーマンション टावर जˑो अƸो अपाटŊमेȴ



坂（さか） उकालो

ブランコ िपगं

設置する（せっちする） ˕ापना गनुŊ

おじぎ िशर झुƋु

かつて पिहला

現在（げんざい） बतŊमान

ユニセックスファッション मिहला पुŜष दुबैलाई िम̵ने

化粧する（けしょうする） ŵंृगार गनुŊ

ピアス कानमा लगाउने टप

しかも अिन, अझ

全く（まったく） िबʋुल

ずらりと लाईन लगाइएको

国旗（こっき） झǷा

輝く（かがやく） चİ̱कनु, टİʋनु

五輪（ごりん） ओलİɼकको माकŊ

閉会式（へいかいしき） समापन समारोह

選手団（せんしゅだん） खेलाडीको समूह

旗手（きしゅ） Ȱजबाहक

務める〔旗手を～〕（つとめる〔きしゅを～〕） बोƋे काम ［Ȱजबाहक～］

チェックシート

大型（おおがた） ठूलो Ůकारको

作文

近況（きんきょう） िछमेकी

日増しに（ひましに） िदन Ůित िदन

木の葉（このは） Ŝखको पाट

色づく（いろづく） पातमा रंग आउनु

新緑（しんりょく） नयाँ हįरयो पात

クリスマスソング िŢसमस िगत

流れる〔歌が～〕（ながれる〔うたが～〕） बǘთ ［िगत～］

近年（きんねん） हालैको बषŊ

本番（ほんばん） मुƥ समय

いよいよ अȶमा

満開（まんかい） फूल पुरा फु̵नु

海山（うみやま） समुȾ पहाड

恋しい（こいしい） माया लाưु

浮き橋（うきはし） पानी माथी ओǊाइएको पुल

激しい（はげしい） ितŰ

くれぐれも मनैमनले



プラスアルファ

位置（いち） ˕ान

斜め（ななめ） ढʋेको

正面（しょうめん） अगाडी

向かい（むかい） पारी

麓（ふもと） फेद, बेसी

囲む（かこむ） घेरा लगाउनु, घįरएको

面する（めんする） संग जोिडएको

接する（せっする） संग जोड्नु, सामना गनुŊ

バスターミナル बस टिमŊनल

丘（おか） डाँडा

列島（れっとう） िȣपसमूह

太平洋（たいへいよう） Ůशाȶ महासागर
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節分（せつぶん） जाडो मिहनाको अİȶम िदन

バレンタインデー ɷालेȴाइन डे

～前後（～ぜんご） ～अिघ पिछ, वįरपįर

土用のうしの日（どようのうしのひ） गोŜको िदन

太巻きずし（ふとまきずし） भातको मोटो रोल

お節料理（おせちりょうり） नयाँ बषŊको जापानी खाना

うなぎのかば焼き（うなぎのかばやき） बाम माछाको सेकुवा

本文

年平均（ねんへいきん） बािषŊक औषत

数倍（すうばい） धेरै गुणा

跳ね上がる（はねあがる） एſैचोिट बढ्नु

うなぎ बाम माछा

江戸時代（えどじだい） एडो काल

夏ばて（なつばて） गमŎको थकान

防止〔夏ばて～〕（ぼうし〔なつばて～〕） रोकथाम

宣伝コピー（せんでんコピー） िबǒापन Ůितिलिप

期間（きかん） अबिध

定着する（ていちゃくする） ˕ािपत Šनु

元（もと） मूल

恵方（えほう） शुभ बषŊ

方向（ほうこう） िदशा

向く（むく） फिकŊ एको

大手（おおて） ठूला कɼनी



コンビニチェーン कİɾिन शाखा

持ち込む（もちこむ） ʞाउन सƋु

広める（ひろめる） फैलाउनु

商業（しょうぎょう） ʩवसाय

主義〔商業～〕（しゅぎ〔しょうぎょう～〕） िसȠाȶ ［ʩवसाय～］

ことばを確かめよう

贈る（おくる） उपहार

バター बटर

不足する（ふそくする） नपुग

～類（～るい） ～Ůकार

見直す〔食生活を～〕（みなおす〔しょくせいかつを～〕） पुनः िवचार ［खानपानको～］

焼き肉（やきにく） पोलेको मासु

学習項目

流す〔涙を～〕（ながす〔なみだを～〕） बगाउनु ［आँसु～］

生まれ変わる（うまれかわる） पुनजŊɉ

就職する（しゅうしょくする） काम गनुŊ

漁獲量（ぎょかくりょう） माछा मानő माũा

減り続ける（へりつづける） घट्दै जानु

円グラフ（えんグラフ） पाई Ťाफ

占める〔18.3%を～〕（しめる〔18.3%を～〕） ओगट्नु ［18.3% ले～］

折れ線グラフ（おれせんグラフ） लेखािचũ Ťाफ

自給率（じきゅうりつ） आȏिनभŊर

うなぎ上り（うなぎのぼり） ितŰगितले बढ्नु

伸び（のび） बृİȠ

目立つ〔伸びが～〕（めだつ〔のびが～〕） देİखनु ［बृİȠ～］

横ばい（よこばい） समान Šनु, फरक नŠनु

棒グラフ（ぼうグラフ） बार Ťाफ

生産量（せいさんりょう） उȋादन माũा

最大（さいだい） अिधकतम

次いで（ついで） ȑसपिछ, दोŷोमा

生産国（せいさんこく） उȋादन गनő देश

学習項目の練習

成⾧期（せいちょうき） िबकिसत Ţम

習慣化（しゅうかんか） बानी पानुŊ

影響（えいきょう） असर

落ち着き（おちつき） शाȶ, िनधŊſ

しっかり बिलयो, अिडग, पुरै Ŝपमा

点字ブロック（てんじブロック） Űेल ɰक

食（しょく） खाना



きずな सɾɀ

季節感（きせつかん） ऋतुको अनुभुित

旬（しゅん） ऋतु अनुसार पाइने िचज हŜ

食材（しょくざい） खाना

味わう（あじわう） ˢाद िलनु

関係する〔季節に～〕（かんけいする〔きせつに～〕） सɾɀ Šनु ［ऋतुसंग～］

クーラー एर कİȵसन

中継する〔試合を～〕（ちゅうけいする〔しあいを～〕） ŮȑƗ Ůसारण ［खेलको～］

ネット इȴरनेट

アルコール रƛी

患者（かんじゃ） िबरामी

詐欺事件（さぎじけん） जालसाजी घटना

だます छ̵नु

愛する（あいする） माया गनुŊ

手洗い（てあらい） हात धुनु

うがい कुʟा गनुŊ

消費期限（しょうひきげん） उपभोƶ अबिध

廃棄処分（はいきしょぶん） फोहोर ɡाƋु

摂取カロリー（せっしゅカロリー） Ɛालोरी िलनु

年齢（ねんれい） उमेर

性別（せいべつ） िलǀ

キロカロリー िकलो Ɛालोरी

学校給食（がっこうきゅうしょく） िबȨालयको खाना

生（なま） काँचो

加熱する（かねつする） पकाउनु

全国一（ぜんこくいち） देशभरीमा पिहलो

通す〔年間を～〕（とおす〔ねんかんを～〕） पुरा गनुŊ ［बषŊ～］

月別（つきべつ） मिहनै िपǅे

作文

一方（いっぽう） अकŖ पƗ

プラスアルファ

すっぱい अिमलो

さっぱりしている सादा 

油っこい（あぶらっこい） तेल धेरै भएको

中食（なかしょく） बािहरी खाना

一定の（いっていの） तोिकएको

決まる（きまる） िनिʮत Šनु
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お相撲さん（おすもうさん） सुमोउ खेलाडी

社交的（な）（しゃこうてき（な）） सामािजक

冷静（な）（れいせい（な）） शाȶ

活動的（な）（かつどうてき（な）） सिŢय, जाँगįरलो

器用（な）（きよう（な）） कुशल

学ぶ（まなぶ） अȯयन

運動神経（うんどうしんけい） खे̵न सƋे Ɨमता

強い〔ストレスに～〕（つよい〔ストレスに～〕） बिलयो ［ Ōː ेसमा～］

気になる（きになる） िजǒासा Šनु

個性的（な）（こせいてき（な）） ʩİƅको िबशेषता

アイドル आइडल, गायक, गाियका

アニメーター एिनमेसन लेखक

漫画家（まんがか） किमक लेखक

ユーチューバー युǨुब बनाउने ʩİƅ

医師（いし） डाƃर

料理人（りょうりにん） कुक

本文

相撲取り（すもうとり） सुमोउ खेल

二面性（にめんせい） दुइ ितरबाट

組織（そしき） संरचना, संगठन
入門する〔相撲部屋に～〕

　（にゅうもんする〔すもうべやに～〕）
अȯयन शुŜ गनुŊ ［सुमोउ खेलको～］

寝食（しんしょく） सुतेर खानु

共にする（ともにする） संगै गनुŊ

新人（しんじん） नयाँ ʩİƅ

弟子（でし） िशˈ

与える（あたえる） िदनु

朝稽古（あさげいこ） िबहान अɷास गनुŊ

裸（はだか） नाǀो

はだし खाली खुǥा

砂（すな） बालुवा

風呂場（ふろば） नुहाउने ठाउँ

兄弟子（あにでし） Ǜेʿ िशˈ

背中（せなか） िपिठउँ

流す〔背中を～〕（ながす〔せなかを～〕） पखा̵नु ［िपिठउँ～］

当番（とうばん） पालो

食器（しょっき） खानेभाँडो



後片付け（あとかたづけ） खानापिछ सफा गनुŊ

昼寝（ひるね） िदँउसो सुȉु

夕食（ゆうしょく） बेलुकाको खाना

再び（ふたたび） फेरी

ようやく बʟ

眠り िनūा

つく〔眠りに～〕（つく〔ねむりに～〕） लाưु ［िनūा～］

繰り返す（くりかえす） दोहोयाŊउनु

魚介（ぎょかい） समुिū खाना

豆腐（とうふ） तोफु

大量に（たいりょうに） धेरै

たっぷり टɄै

力士（りきし） सुमोउ खेलाडी

最低（さいてい） Ɋुनतम

お茶漬け（おちゃづけ） तातो िचयासंग भात

さらに थप, ȑसबाहेक

稽古（けいこ） अɷास

重ねる〔稽古を～〕（かさねる〔けいこを～〕） धेरै पटक गनुŊ ［अɷास～］

すると ȑसपिछ

番付（ばんづけ） दजाŊ

表れる〔形に～〕（あらわれる〔かたちに～〕） देİखनु ［आकारमा～］

ことばを確かめよう

深い〔人間関係が～〕（ふかい〔にんげんかんけいが～〕） राŲो ［मानव सɾɀ～］

学習項目

泥（どろ） िहलो

保証（ほしょう） ƶारेİȴ

普及率（ふきゅうりつ） िवˑार Ůितशत

意欲（いよく） इǅा

欠ける（かける） अभाव

社会常識（しゃかいじょうしき） सामािजक ǒान

湿度（しつど） आūता

芽（め） तुषा

学習項目の練習

穴（あな） ɚाल

血（ち） रगत

借金（しゃっきん） ऋण, उधारो

欠点（けってん） कमजोįर, ũुित

専門書（せんもんしょ） िबशेष पुˑक

ステージ ːेज



竹の子（たけのこ） बासको तुसा

髪型（かみがた） कपालको ːाइल

機能（きのう） कायŊशैली, सȳालन

手頃（な）（てごろ（な）） सुपथ, सुिबधाजनक

職人（しょくにん） कािलगड

修業（しゅぎょう） पढ्नु, िसƋु

一人前（いちにんまえ） ˢावलɾी

カウンター काउȴर

受ける〔注文を～〕（うける〔ちゅうもんを～〕） िलनु ［अडŊर～］

握る〔すしを～〕（にぎる〔すしを～〕） बनाउनु ［सुशी～］

身につける（みにつける） लगाउनु

集合時間（しゅうごうじかん） भेट्ने समय

筆記用具（ひっきようぐ） लेƣे बˑु

頂上（ちょうじょう） टुɔो

生える〔歯が～〕（はえる〔はが～〕） उŲनु ［दाँत～］

霧（きり） कुिहरो

癖（くせ） नराŲो बानी

爪（つめ） नǀ

どうしても जसरी भएपिन

運航（うんこう） िबमान सȳालन

ビタミンC（ビタミンシー） िभटािमन सी

栄養ドリンク（えいようドリンク） एनजŎ िडŌ ंƛ

待望（たいぼう） धेरै पİखŊएको

入荷する（にゅうかする） ːकमा Šनु

チェックシート

治す（なおす） िनको पानुŊ

トレーニング टŌ ेिनगं

評判（ひょうばん） मान, सʃान

作文

発想（はっそう） िवचार

ユニーク（な） एकमाũ

事務的（な）（じむてき（な）） काįरȽा

保護者（ほごしゃ） अिभभावक

要望（ようぼう） अनुरोध गनुŊ

やる気（やるき） गनő चाहना

プラスアルファ

自己アピール（じこアピール） आ̫नो अिपल

当てはまる（あてはまる） िठक, उिचत
～力〔コミュニケーション～〕

　（～りょく〔コミュニケーション～〕）
～गनő तįरका ［कʄुिनकेसन～］



主体性（しゅたいせい） ˢतȸता

情報収集（じょうほうしゅうしゅう） सूचना संकलन

語学（ごがく） भाषा अȯयन

サービス精神（サービスせいしん） सेवा गनőमन

協調性（きょうちょうせい） सहयोगी भाव

柔軟性（じゅうなんせい） लचकदार

好奇心（こうきしん） िजǒासा, खुलदुली

探究心（たんきゅうしん） खोजी गनő ˢभाव, िजǒासु

旺盛（な）（おうせい（な）） Ŝिच Šनु

効率（こうりつ） Ůभावकार

粘り強い（ねばりづよい） लगनसीलता

～名〔資格～〕（～めい〔しかく～〕） ～नाम ［योƶताको, Ůमाण पũको～］

アピールする अिपल गनुŊ

強み（つよみ） िबशेषता, िबशेष योƶता

参加者（さんかしゃ） सहभागी

主体的に（しゅたいてきに） ˢतȸ कायŊ

企画する（きかくする） योजना बनाउनु

実施する（じっしする） लागु गनुŊ

自信（じしん） आȏिबʷास

持つ〔自信を～〕（もつ〔じしんを～〕） Šनु ［आȏिबʷास～］

第８課

扉のページ

第一印象（だいいちいんしょう） पिहलो छाप, पिहलो असर

心がける（こころがける） ȯान िदनु, ƥाल गनुŊ

自然（な）（しぜん（な）） Ůाकृितक Ŝपमा

表情（ひょうじょう） अनुहारको भाव

姿勢（しせい） आसन ब˘े तįरका

外見（がいけん） बािहरी Ŝप

本文

決定する（けっていする） िनणŊय गनुŊ

要素（ようそ） तȕ

言語的（な）（げんごてき（な）） मौİखक Ŝपमा

非言語的（な）（ひげんごてき（な）） अमौİखक

視覚情報（しかくじょうほう） हेरेर जानकारी

聴覚情報（ちょうかくじょうほう） सुनेर जानकारी

ボディーランゲージ सांकेिटक जानकारी

判断する（はんだんする） Ɋाय िदनु

わずか थोरैले



説（せつ） िवचार, धाराणा

極端（な）（きょくたん（な）） अचाİƑदो, अित नै बिढ, घोर Ŝपमा

動作（どうさ） कायŊ

ポイント मुƥ बँुदा

合わせる〔目を～〕（あわせる〔めを～〕） जुधाउनु ［आँखा～］

信頼（しんらい） िवʷास

無表情（むひょうじょう） भाव नŠनु

前かがみ（まえかがみ） झुƋु

背もたれ〔～に寄りかかる〕（せもたれ〔～によりかかる〕） कांध तथा ढाड ［～अढेस लगाउनु］

寄りかかる（よりかかる） अढेस लगाउनु

威圧感〔～を与える〕（いあつかん〔～をあたえる〕） हİ̪क, धİ̱क ［～िदनु］

スピード गित

状況（じょうきょう） अव˕ा

合う〔状況に～〕（あう〔じょうきょうに～〕） िम̵नु ［अव˕ासंग～］

人間（にんげん） मािनस

中身（なかみ） ˢभाव

見た目（みため） Ŝप

左右する（さゆうする） Ůभािवत गनुŊ

効果的に（こうかてきに） Ůभावकारी, असरगनुŊ

ことばを確かめよう

ほほえむ मुˋुराउनु

全て（すべて） सबै

愛らしい（あいらしい） मायालाƬो

学習項目

まね नकलबाजी

収入（しゅうにゅう） कमाइ

優秀（な）（ゆうしゅう（な）） उǽृʼ

招く〔誤解を～〕（まねく〔ごかいを～〕） Šनु ［असमझदारी～］

栄養（えいよう） पोषण

バランス सȶुलन

言葉遣い（ことばづかい） शɨको Ůयोग

学習項目の練習

自信満々に（じしんまんまんに） आȏिवʷासले भįरपूणŊ

事業（じぎょう） ɯापार

拡大する〔事業を～〕（かくだいする〔じぎょうを～〕） बढाउनु ［ɯापार～］

サラリーマン तलबी कमŊचारी

仕事場（しごとば） कायŊगनő ˕ल

プロポーズする Ůˑाव गनुŊ

幸福（な）（こうふく（な）） खुशीका साथ



品質（ひんしつ） गुणˑर

気づく（きづく） ȯान िदनु

威張る（いばる） हैकम चलाउनु

変換する（へんかんする） पįरवतŊन गनुŊ

ミニドレス छोटो डŌ ेस

ビジネス ʩबसाय

場面（ばめん） ̊ˈ

ミス गʔी, भुल

トラブル सम˟ा

能力（のうりょく） Ɨमता

疑う（うたがう） शंका गनुŊ

引き起こす（ひきおこす） कारण

成人する（せいじんする） वयˋ Šनु

子供っぽい（こどもっぽい） बǄा जˑो

⾧時間（ちょうじかん） लामो समय सʃ

使用（しよう） Ůयोग

吐き気（はきけ） वाकवाकी

下向き（したむき） तल िनŠįरनु

めまい चſर

適度（な）（てきど（な）） उिचत माũामा

休息（きゅうそく） आराम

勧める（すすめる） िसफाįरस गनुŊ

作文

具体的（な）（ぐたいてき（な）） िनिʮत, वाˑिवक

軽視する（けいしする） बेवाˑा गनुŊ

プラスアルファ

ディベート वादिववाद

討論（とうろん） वादिववाद

手順（てじゅん） ŮिŢया

表現（ひょうげん） अिभʩİƅ, ʩाƥा

同数（どうすう） एउटै अंक

作戦タイム（さくせんタイム） अिभयान समय

述べる（のべる） वयान

反論（はんろん） खȵन, िवरोध

再度（さいど） फेरी

述べ合う（のべあう） एक अकाŊको वयान

個々に（ここに） ʩİƅगत Ŝपमा

やはり सोचेजˑो


